
令
和
八
丙
午
年

新
春
号
外

『
行
動
す
る
年
』
大
阪
天
満
宮
　
宮
司
　
寺
井
種
治

謹
ん
で
令
和
八
年
の
新
年
を
寿
ぎ
御
皇

室
の
弥
栄
と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
大
阪
関
西
万
博
が
開

催
さ
れ
来
場
者
は
二
千
五
百
万
人
を
超
え
、

世
界
各
国
か
ら
又
全
国
か
ら
多
く
の
方
々

が
来
阪
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
に
は
日
本

の
祭
の
紹
介
や
神
輿
や
地
車
な
ど
の
披
露

も
あ
り
我
が
国
の
文
化
を
世
界
に
向
け
て

発
信
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
万
博
関
係

者
の
方
々
に
心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。
御
皇
室
に
お
か
れ
ま
し
て
は
悠

仁
親
王
殿
下
の
成
年
式
が
九
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
事
、
誠
に
お
目
出
度
く
慶
賀
の
至

り
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
大
東
亜
戦
争
終
結

八
十
年
に
当
た
り
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら

れ
ま
し
て
は
慰
霊
の
為
、
硫
黄
島
・
沖
縄

・
広
島
・
長
崎
を
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
ま
し

た
事
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
伊
勢
の
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

第
六
十
三
回
式
年
遷
宮
の
は
じ
め
の
祭
儀

で
あ
る
山
口
祭
・
木
元
祭
を
は
じ
め
諸
祭

儀
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
い
よ
い
よ
本
格
的

に
式
年
遷
宮
が
執
り
進
め
ら
れ
て
行
く
事

洵
に
御
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

昨
年
は
高
市
総
理
が
誕
生
し
、
我
が
国
初

の
女
性
総
理
な
り
ま
し
た
。
「
働
い
て
働

い
て
・
・
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
大
賞

に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
命
を
も
賭
け

て
政
権
を
担
い
日
本
の
為
世
界
に
向
け
て

力
を
尽
く
す
姿
は
大
変
誇
ら
し
く
益
々
の

活
躍
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
本
年
は
丙
午
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
年
は
新
し
い
発
展
の
芽
が
生
ま
れ
、

又
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
年
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
神
祭
の
燃
え
上
が

る
篝
火
の
炎
と
夜
空
に
輝
く
花
火
の
よ
う

に
華
や
か
で
活
力
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

明
年
令
和
九
年
は
菅
原
道
真
公
が
お
亡

く
な
り
に
な
っ
て
千
百
二
十
五
年
当
た
り
、

二
十
五
年
ご
と
の
式
年
大
祭
の
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
年
に
向
け
昨
秋
よ
り
本
社
の

御
屋
根
葺
き
替
え
工
事
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
神
具
収
蔵
庫
の
建
設
な

ど
様
々
な
記
念
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
御
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
の
社
報
に
は
「
真
」
の
字
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
情
報
が

溢
れ
る
中
で
真
実
を
見
極
め
る
事
が
出
来

る
よ
う
に
と
い
う
思
い
で
し
た
が
本
年
は

「
活
」
と
揮
毫
致
し
ま
し
た
。
「
生
活
・

活
躍
・
活
力
・
活
動
・
活
発
」
な
ど
「
生

き
る
・
勢
い
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
積

極
的
に
行
動
し
て
行
く
年
に
し
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
来
た
る
べ
き
式

年
大
祭
に
向
け
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
御

指
導
御
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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社
報
八
十
八
号
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、
当
宮
の
祭
神
・
菅
原
道
真
公
の
一
代

記
を
「
博
多
人
形
」
の
「
ジ
オ
ラ
マ
」
形

式
、
十
五
場
面
に
表
わ
し
た
人
形
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
現
在
「
菅
家
廊
下
」
な
る
呼
称

が
与
え
ら
れ
る
）
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業

を
令
和
七
年
秋
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

◆ 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
変
遷

そ
も
そ
も
、
こ
の
人
形
ジ
オ
ラ
マ
は
、

太
宰
府
天
満
宮
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、

博
多
人
形
師
の
第
一
人
者
た
る
小
島
与
一

（
一
八
八
六
〜
一
九
七
〇
）
の
作
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
当
宮
境
内
西
側
の
梅
香
学
院
・

駐
車
場
の
建
物
一
階
に
設
置
さ
れ
ま
す
が
、

以
前
は
当
宮
の
宝
物
収
蔵
館
「
流
芳
殿
」

（
安
岡
正
篤
氏
命
名
、
昭
和
三
十
七
年
竣

工
、
昭
和
六
十
一
年
取
り
壊
し
）
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
往
時
を
実
際
に
見
聞

さ
れ
た
方
も
少
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
察

し
ま
す
。
流
芳
殿
の
写
真
資
料
等
は
ほ
と

ん
ど
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
ご
記
憶
、
記
録

や
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
く

存
じ
ま
す
。

同
ジ
オ
ラ
マ
の
こ
れ
ま
で
の
紹
介
は
遺

憾
な
が
ら
不
正
確
の
き
ら
い
が
あ
り
ま
し

た
（
今
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
に
掲
示
の
昭

和
六
十
二
年
の
新
聞
記
事
に
誤
解
を
誘
う

箇
所
が
あ
り
、
後
の
不
十
分
さ
に
つ
な
が

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）
の
で
、
社
務
日
誌

や
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
等
か
ら
得
ら
れ

た
経
緯
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

社
務
日
誌
に
よ
れ
ば
、
「
人
形
ジ
オ
ラ

マ
」
は
昭
和
三
十
七
年
五
月
一
日
、
日
通

貨
物
自
動
車
で
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
当
宮

へ
搬
入
、「
流
芳
殿
」
は
昭
和
三
十
七
年
十

月
竣
工
、
十
一
月
公
開
（
主
に
正
月
と
天

神
祭
期
間
に
一
般
公
開
）
人
形
ジ
オ
ラ
マ

十
五
場
面
が
流
芳
殿
に
お
い
て
他
の
宝
物

類
と
と
も
に
、
展
示
の
中
心
と
し
て
公
開

さ
れ
た
こ
と
は
、
小
冊
子
「
天
神
さ
ま
」

（
刊
行
年
不
明
な
が
ら
流
芳
殿
展
示
説
明

が
主
目
的
。左
図
版
）か
ら
推
察
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
昭
和
四
十
二
年
頃
か
ら
は
公
開

が
滞
っ
た
模
様
で
、
昭
和
四
十
七
年
八
月

昨
年
の
干
支｢

乙
巳(
き
の
と
・
み)｣

は
、

様
々
な
抵
抗
に
も
負
け
ず
、
古
く
か
ら
の

風
習
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
生
活
に

向
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
き
年
を
意

味
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
は
「
丙
午
」
の
年
で
す
。

｢

丙
午
」
と
言
え
ば
、｢

こ
の
年
生
ま
れ
の

女
性
は
気
性
が
激
し
く
、
夫
の
家
に
災
い

を
も
た
ら
す
」
と
い
う
俗
信
が
あ
り
、
前

回
の
丙
午(

昭
和
四
十
一
年)

に
は
、
出
生

数
が
前
年
の
四
分
の
三
に
激
減
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
迷
信
に
は
な
ん
の
根
拠
も

あ
り
ま
せ
ん
。

｢

丙｣

は
、｢

一｣

と｢

冂｣

と｢

入｣

か
ら
な

り
、｢

一(

は
じ
め)｣

は
、
陽
気
が
伸
び
る

こ
と
を
表
し
、｢

冂(

か
こ
い)｣

と｢

入｣

で
、

陽
気
が
囲
い
の
内
に
入
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
盛
ん
な
時
で
あ
っ
て

も
、
衰
え
る
兆
し
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
す
。

｢

午｣

は
、
初
め
の
二
画
で
地
表
を
表
し
、

あ
と
の
二
画｢

十｣

の
う
ち
の
横
線
は
陽
気
、

縦
線
は
陰
気
を
意
味
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

陰
気
が
地
表
に
出
よ
う
と
す
る
様
子
の
象

形
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の｢

丙｣

と｢

午｣

を
組
み

合
わ
せ
た
本
年
は
、
在
来
の
支
配
的
勢
力

が
盛
ん
に
見
え
て
も
衰
え
の
兆
し
が
あ
り
、

そ
の
一
方
で
は
対
抗
す
る
勢
力
が
突
き
上

げ
か
ね
な
い
と
い
う
語
義
に
な
り
ま
す
。

対
応
の
仕
方
次
第
で
、
そ
の
方
向
性
が
大

き
く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
慣
習
的
な
生
き
方
を
続
け
る

か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
を
刷
新
す
る
の
か
、

慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
年
に
な
り
そ

う
で
す
。(

安
岡
正
篤
大
人
の
著
書
か
ら)

令
和
八
年
元
旦　
　
　
　
　
　
　
　
　

大 

阪 

天 

満 

宮

今
年
の
干
支

丙
午
（
ひ
の
え
・
う
ま
）

に
は
、
神
庫
の
物
品
を
移
動
。
こ
の
時
点

で
宝
物
公
開
施
設
の
役
目
を
終
え
た
流
芳

殿
は
昭
和
六
十
一
年
九
月
解
体
。
そ
の
跡

地
も
含
ん
で
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
現

在
の
梅
香
学
院
・
駐
車
場
が
建
設
。
人
形

ジ
オ
ラ
マ
は
現
状
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
移
設
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

再
公
開
時
の
様
子
は
、
先
述
の
新
聞
記

事
（
讀
賣
新
聞
・
昭
和
六
十
二
年
五
月
七

日
付
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
増
村
人
形
店
に
よ
る
清
掃
・

修
復
作
業
が
施
さ
れ
（
詳
細
は
現
在
調
査

中
）、下
っ
て
令
和
三
年
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

掲
示
の
解
説
文
の
改
訂
が
な
さ
れ
ま
し
た

（
社
報
令
和
四
年
新
春
号
外
）
。

　
　
　

＊

令
和
六
年
、
筆
者
は
人
形
ジ
オ
ラ
マ
と

再
会
し
た
折
り
、
従
来
の
場
面
タ
イ
ト
ル

と
解
説
文
の
名
称
に
齟
齬
が
あ
る
不
親
切

な
状
況
、
ま
た
「
場
面
同
定
」
に
も
疑
念

が
生
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
同
年
十
二

月
、
宝
物
調
査
中
に
「
太
宰
府
天
満
宮
で

の
解
説
パ
ネ
ル
」
十
四
枚
が
見
出
さ
れ
ま

し
た
。
（
左
図
版
は
そ
の
一
部
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
場
面

タ
イ
ト
ル
、
当
宮
譲
渡
＝
流
芳
殿
展
示
時

の
そ
の
改
変
等
、
こ
の
人
形
ジ
オ
ラ
マ
の

興
味
深
い
問
題
点
に
気
付
く
こ
と
と
な
り
、

当
宮
の
信
仰
史
に
お
け
る
重
要
性
を
再
認

識
で
き
ま
し
た
。

◆｢

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
」
の
実
施

こ
う
し
た
人
形
ジ
オ
ラ
マ
の
重
要
性
に

鑑
み
、
積
年
の
汚
れ
や
傷
み
で
往
時
の
雅

趣
の
損
な
わ
れ
た
現
況
を
改
善
、
よ
り
良

い
観
覧
環
境
の
提
供
を
め
ざ
し
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
全
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
検
討
し
つ
つ
、

ひ
と
ま
ず
人
形
と

展
示
ケ
ー
ス
内
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作

業
実
施
と
し
ま
し

た
。作

業
に
は
、
国

立
民
族
学
博
物
館

等
で
当
該
分
野
で

高
い
評
価
実
績
の

あ
る
「
文
化
創
造

巧
芸
」
に
依
頼
。

同
社
の
和
髙
氏
、

石
井
氏
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
全

十
五
場
面
、
五
十

数
体
の
人
形
は
じ

め
家
屋
や
調
度

等
、
ケ
ー
ス
内
壁
床
天
井
に
わ
た
る
「
保

存
処
理
」
が
、
令
和
七
年
十
月
八
日
か
ら

延
べ
二
十
五
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

保
存
処
理
は
、「
現
状
維
持
を
基
本
と
し
、

劣
化
進
行
防
止
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
必
要

な
補
修
」、具
体
的
に
は
、
「
堆
積
し
た
砂

埃
等
の
刷
毛
や
吸
着
ド
ラ
イ
シ
ー
ト
で
の

除
去
」、「
人
形
衣
類
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」、「
絵
具
層
の
膠
に
よ
る
剥
離
止
め
」

「
紙
剥
が
れ
の
小
麦
澱
粉
糊
で
の
補
修
」

「
人
形
頭
髪
の
小
麦
澱
粉
糊
を
用
い
た
整

え
」
等
々
の
処
理
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。人

形
た
ち
は
見
違
え
る
よ
う
に
清
浄
さ

を
取
り
戻
し
、
表
情
に
は
本
来
の
輝
き
が

戻
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆ 

太
宰
府
天
満
宮
か
ら
の
絵
葉
書
情
報

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
終
了
し
た
直
後
、

以
前
か
ら
依
頼
し
て
い
た
の
で
す
が
、
太

宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
か
ら
こ
れ
ま
で

不
明
だ
っ
た
古
い
絵
葉
書
が
見
つ
か
っ
た

と
の
報
が
入
り
、
そ
れ
が
当
宮
へ
譲
渡
前

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
状
態
を
示
す
も
の
と
判
明

し
ま
し
た
。
そ
の
絵
葉
書
と
比
較
検
討
し
、

お
そ
ら
く
現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
移
設

時
に
人
形
配
置
に
混
乱
が
生
じ
た
ら
し
い

箇
所
が
散
見
し
ま
し
た
の
で
、
な
る
べ
く

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
戻
す
と
い
う
方
針
の
も
と
、

十
二
月
八
日
に
配
置
換
え
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
重
要
な
場
面
を
記
し
ま
す
。

•
｢

道
明
寺
の
別
れ｣

に
叔
母
君
を
移
動

（
先
日
ま
で｢

弓
術｣

の
場
に
居
た)

•
｢

配
所
の
月
」
の

菅
公
の
位
置
を
軒
側

に
変
更
（
月
明
か
り

に
御
衣
を
捧
げ
る
。

床
の
水
色
の
着
彩
は

月
光
を
示
す
も
の
）

•
｢

幼
少
の
菅
公

(

二
）」
の
観
音
様
を

下
手
の
木
立
間
に
戻

し
ま
し
た
。

　

同
ジ
オ
ラ
マ
は
、

当
宮
に
譲
渡
時
に
、

重
要
な
変
更
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

•

天
拝
山
↓
讃
岐
守
仁
政
（
祈
雨
）

•

博
多
濱
の
場
↓
大
将
軍
社
参
拝
、
他

こ
れ
は
当
宮
の
縁
起
や
見
解
に
合
わ
せ

た
場
面
解
釈
の
変
更
で
し
た
。
こ
う
し
た

場
面
解
説
や
変
更
の
分
析
は
今
後
Ｈ
Ｐ
等

で
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
新
春
行
事
等
の
た
め

閉
室
中
、
一
月
下
旬
に
は
開
室
し
ま
す
。

輝
き
を
取
り
戻
し
配
置
も
少
々
変
更
し
た

人
形
を
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ォ
ー
ム
と
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け

て
ま
だ
道
は
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
…
。

（
文
化
研
究
所 

鈴
木
幸
人)

へ
い

ご

博
多
人
形
ジ
オ
ラ
マ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
菅
公
一
代
記
」
の
こ
れ
ま
で

― 

人
形
・
展
示
ケ
ー
ス
内
部
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
機
に

博
多
人
形
ジ
オ
ラ
マ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
菅
公
一
代
記
」
の
こ
れ
ま
で

― 

人
形
・
展
示
ケ
ー
ス
内
部
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
機
に
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社
報
八
十
八
号
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、
当
宮
の
祭
神
・
菅
原
道
真
公
の
一
代

記
を
「
博
多
人
形
」
の
「
ジ
オ
ラ
マ
」
形

式
、
十
五
場
面
に
表
わ
し
た
人
形
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
現
在
「
菅
家
廊
下
」
な
る
呼
称

が
与
え
ら
れ
る
）
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業

を
令
和
七
年
秋
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

◆ 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
変
遷

そ
も
そ
も
、
こ
の
人
形
ジ
オ
ラ
マ
は
、

太
宰
府
天
満
宮
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
、

博
多
人
形
師
の
第
一
人
者
た
る
小
島
与
一

（
一
八
八
六
〜
一
九
七
〇
）
の
作
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
当
宮
境
内
西
側
の
梅
香
学
院
・

駐
車
場
の
建
物
一
階
に
設
置
さ
れ
ま
す
が
、

以
前
は
当
宮
の
宝
物
収
蔵
館
「
流
芳
殿
」

（
安
岡
正
篤
氏
命
名
、
昭
和
三
十
七
年
竣

工
、
昭
和
六
十
一
年
取
り
壊
し
）
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
往
時
を
実
際
に
見
聞

さ
れ
た
方
も
少
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
察

し
ま
す
。
流
芳
殿
の
写
真
資
料
等
は
ほ
と

ん
ど
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
ご
記
憶
、
記
録

や
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
く

存
じ
ま
す
。

同
ジ
オ
ラ
マ
の
こ
れ
ま
で
の
紹
介
は
遺

憾
な
が
ら
不
正
確
の
き
ら
い
が
あ
り
ま
し

た
（
今
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
に
掲
示
の
昭

和
六
十
二
年
の
新
聞
記
事
に
誤
解
を
誘
う

箇
所
が
あ
り
、
後
の
不
十
分
さ
に
つ
な
が

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
）
の
で
、
社
務
日
誌

や
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
等
か
ら
得
ら
れ

た
経
緯
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

社
務
日
誌
に
よ
れ
ば
、
「
人
形
ジ
オ
ラ

マ
」
は
昭
和
三
十
七
年
五
月
一
日
、
日
通

貨
物
自
動
車
で
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
当
宮

へ
搬
入
、「
流
芳
殿
」
は
昭
和
三
十
七
年
十

月
竣
工
、
十
一
月
公
開
（
主
に
正
月
と
天

神
祭
期
間
に
一
般
公
開
）
人
形
ジ
オ
ラ
マ

十
五
場
面
が
流
芳
殿
に
お
い
て
他
の
宝
物

類
と
と
も
に
、
展
示
の
中
心
と
し
て
公
開

さ
れ
た
こ
と
は
、
小
冊
子
「
天
神
さ
ま
」

（
刊
行
年
不
明
な
が
ら
流
芳
殿
展
示
説
明

が
主
目
的
。左
図
版
）か
ら
推
察
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
昭
和
四
十
二
年
頃
か
ら
は
公
開

が
滞
っ
た
模
様
で
、
昭
和
四
十
七
年
八
月

に
は
、
神
庫
の
物
品
を
移
動
。
こ
の
時
点

で
宝
物
公
開
施
設
の
役
目
を
終
え
た
流
芳

殿
は
昭
和
六
十
一
年
九
月
解
体
。
そ
の
跡

地
も
含
ん
で
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
現

在
の
梅
香
学
院
・
駐
車
場
が
建
設
。
人
形

ジ
オ
ラ
マ
は
現
状
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
移
設
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

再
公
開
時
の
様
子
は
、
先
述
の
新
聞
記

事
（
讀
賣
新
聞
・
昭
和
六
十
二
年
五
月
七

日
付
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
増
村
人
形
店
に
よ
る
清
掃
・

修
復
作
業
が
施
さ
れ
（
詳
細
は
現
在
調
査

中
）、下
っ
て
令
和
三
年
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

掲
示
の
解
説
文
の
改
訂
が
な
さ
れ
ま
し
た

（
社
報
令
和
四
年
新
春
号
外
）
。

　
　
　

＊

令
和
六
年
、
筆
者
は
人
形
ジ
オ
ラ
マ
と

再
会
し
た
折
り
、
従
来
の
場
面
タ
イ
ト
ル

と
解
説
文
の
名
称
に
齟
齬
が
あ
る
不
親
切

な
状
況
、
ま
た
「
場
面
同
定
」
に
も
疑
念

が
生
じ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
同
年
十
二

月
、
宝
物
調
査
中
に
「
太
宰
府
天
満
宮
で

の
解
説
パ
ネ
ル
」
十
四
枚
が
見
出
さ
れ
ま

し
た
。
（
左
図
版
は
そ
の
一
部
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
場
面

タ
イ
ト
ル
、
当
宮
譲
渡
＝
流
芳
殿
展
示
時

の
そ
の
改
変
等
、
こ
の
人
形
ジ
オ
ラ
マ
の

興
味
深
い
問
題
点
に
気
付
く
こ
と
と
な
り
、

当
宮
の
信
仰
史
に
お
け
る
重
要
性
を
再
認

識
で
き
ま
し
た
。

◆｢

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
」
の
実
施

こ
う
し
た
人
形
ジ
オ
ラ
マ
の
重
要
性
に

鑑
み
、
積
年
の
汚
れ
や
傷
み
で
往
時
の
雅

趣
の
損
な
わ
れ
た
現
況
を
改
善
、
よ
り
良

い
観
覧
環
境
の
提
供
を
め
ざ
し
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
全
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
検
討
し
つ
つ
、

ひ
と
ま
ず
人
形
と

展
示
ケ
ー
ス
内
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作

業
実
施
と
し
ま
し

た
。作

業
に
は
、
国

立
民
族
学
博
物
館

等
で
当
該
分
野
で

高
い
評
価
実
績
の

あ
る
「
文
化
創
造

巧
芸
」
に
依
頼
。

同
社
の
和
髙
氏
、

石
井
氏
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
全

十
五
場
面
、
五
十

数
体
の
人
形
は
じ

め
家
屋
や
調
度

等
、
ケ
ー
ス
内
壁
床
天
井
に
わ
た
る
「
保

存
処
理
」
が
、
令
和
七
年
十
月
八
日
か
ら

延
べ
二
十
五
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

保
存
処
理
は
、「
現
状
維
持
を
基
本
と
し
、

劣
化
進
行
防
止
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
必
要

な
補
修
」、具
体
的
に
は
、
「
堆
積
し
た
砂

埃
等
の
刷
毛
や
吸
着
ド
ラ
イ
シ
ー
ト
で
の

除
去
」、「
人
形
衣
類
の
湿
式
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」、「
絵
具
層
の
膠
に
よ
る
剥
離
止
め
」

「
紙
剥
が
れ
の
小
麦
澱
粉
糊
で
の
補
修
」

「
人
形
頭
髪
の
小
麦
澱
粉
糊
を
用
い
た
整

え
」
等
々
の
処
理
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。人

形
た
ち
は
見
違
え
る
よ
う
に
清
浄
さ

を
取
り
戻
し
、
表
情
に
は
本
来
の
輝
き
が

戻
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆ 

太
宰
府
天
満
宮
か
ら
の
絵
葉
書
情
報

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
終
了
し
た
直
後
、

以
前
か
ら
依
頼
し
て
い
た
の
で
す
が
、
太

宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
か
ら
こ
れ
ま
で

不
明
だ
っ
た
古
い
絵
葉
書
が
見
つ
か
っ
た

と
の
報
が
入
り
、
そ
れ
が
当
宮
へ
譲
渡
前

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
状
態
を
示
す
も
の
と
判
明

し
ま
し
た
。
そ
の
絵
葉
書
と
比
較
検
討
し
、

お
そ
ら
く
現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
移
設

時
に
人
形
配
置
に
混
乱
が
生
じ
た
ら
し
い

箇
所
が
散
見
し
ま
し
た
の
で
、
な
る
べ
く

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
戻
す
と
い
う
方
針
の
も
と
、

十
二
月
八
日
に
配
置
換
え
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
重
要
な
場
面
を
記
し
ま
す
。

•
｢

道
明
寺
の
別
れ｣

に
叔
母
君
を
移
動

（
先
日
ま
で｢

弓
術｣

の
場
に
居
た)

•
｢

配
所
の
月
」
の

菅
公
の
位
置
を
軒
側

に
変
更
（
月
明
か
り

に
御
衣
を
捧
げ
る
。

床
の
水
色
の
着
彩
は

月
光
を
示
す
も
の
）

•
｢

幼
少
の
菅
公

(

二
）」
の
観
音
様
を

下
手
の
木
立
間
に
戻

し
ま
し
た
。

　

同
ジ
オ
ラ
マ
は
、

当
宮
に
譲
渡
時
に
、

重
要
な
変
更
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

•

天
拝
山
↓
讃
岐
守
仁
政
（
祈
雨
）

•

博
多
濱
の
場
↓
大
将
軍
社
参
拝
、
他

こ
れ
は
当
宮
の
縁
起
や
見
解
に
合
わ
せ

た
場
面
解
釈
の
変
更
で
し
た
。
こ
う
し
た

場
面
解
説
や
変
更
の
分
析
は
今
後
Ｈ
Ｐ
等

で
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
新
春
行
事
等
の
た
め

閉
室
中
、
一
月
下
旬
に
は
開
室
し
ま
す
。

輝
き
を
取
り
戻
し
配
置
も
少
々
変
更
し
た

人
形
を
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ォ
ー
ム
と
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け

て
ま
だ
道
は
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
…
。

（
文
化
研
究
所 

鈴
木
幸
人)
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大
阪
天
満
宮
社
報

天
満
て
ん
じ
ん
　

新
春
号
外

令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

令
和
八
年
元
旦
発
行

発
行
人
　
寺
井
種
治

発
行
所
　
大
阪
天
満
宮
社
務
所

　
〒
530
│

0041 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
一
│
八

　
　
　
　
　
TEL 

〇
六
│

六
三
五
三
│

〇
〇
二
五

印
刷
所
　
木
村
印
刷
株
式
会
社

っ
て
、
菅
公
の
御
生
涯
と
天
神
に
な
ら
れ

た
経
緯
を
語
り
、
再
び
現
代
の
天
満
宮
に

戻
る
と
い
う
興
味
深
い
も
の
で
す
。
恵
子

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
宮
司
様
の
ご
依
頼
に
よ
り
、
菅
公
の

物
語
を
語
ら
せ
て
頂
き
ま
す
こ
と
、
大
変

な
光
栄
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。
全
国
に

は
天
神
様
を
お
祀
り
す
る
神
社
が
約
一
万

二
千
社
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
大
阪
天

満
宮
だ
け
で
は
な
く
、
各
社
に
お
招
き
頂

き
、
菅
公
の
伝
承
を
浪
曲
で
語
り
広
め
ら

れ
た
ら
、
と
夢
見
て
い
ま
す
。
』

今
後
の
公
演
情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
、

当
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
。

来
年
は
、
菅
原
道
真
公
が
薨
去
の
後
に
天

神
様
に
な
ら
れ
て
か
ら
千
百
二
十
五
年
目
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
天

満
宮
で
は
式
年
大
祭
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
当
宮
で
も
来
年
四
月
に
「
菅
原
道
真

公
御
神
退
千
百
二
十
五
年
式
年
大
祭
」
を
斎

行
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

菅
公
の
物
語
を
上
方
浪
曲
界
の
華
・
春
野
恵

子
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

御
存
じ
の
通
り
、
天
神
様
は
、
史
上
初
め

て
人
か
ら
神
に
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
従
前

の
神
々
に
比
べ
て
、
多
彩
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
浪
曲
は
神
仏
へ
の
願
文
・
祝
詞

だ
っ
た
も
の
が
芸
能
化
し
た｢

祭
文｣

を
起
源

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
天
神
様
の
一
代
記
を

語
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統
芸
能
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
寺
井
宮
司
が
春
野
恵

子
さ
ん
を
当
宮
に
お
招
き
し
、
そ
の
趣
旨
を

お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
を
頂
い
た
次

第
で
す
。

脚
本
家
の
西
村
卓
也
さ
ん
執
筆
の
シ
ナ
リ

オ
は
、
す
で
に
宮
司
の
監
修
を
終
え
、
現
在
、

恵
子
さ
ん
が
節
付
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
現
代
の
天
満
宮
で
の
祈

願
風
景
に
始
ま
り
、
突
如
、
平
安
時
代
に
遡

春
野
恵
子
さ
ん
の

創
作
浪
曲

『
菅
公
伝
（
仮
題
）』

さ
い
も
ん

春
野
恵
子
さ
ん
の

創
作
浪
曲

『
菅
公
伝
（
仮
題
）』


